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日
本
に
は
多
種
多
様
な
人
形
芝
居
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
車
人
形

は
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
人
形
操
法
お
よ
び
演
者
の
あ
り
か

た
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

一
　
人
形
操
法
に
つ
い
て

日
本
の
伝
統
人
形
芝
居
に
用
い
ら
れ
る
人
形
は
、
糸
操
り
や
影
絵
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
操
法
の
も
の
が
あ
る
。
そ
の
中
で
車
人
形
は
、
首か
し
ら（

人
形
の
頭
部
）
の
下

に
付
け
た
棒
を
遣
い
手
が
握
っ
て
操
作
す
る
形
式
で
あ
る
。
遣
い
手
が
、
糸
や

棒
と
い
っ
た
媒
介
物
を
介
さ
ず
に
直
接
人
形
を
操
作
す
る
の
が
特
色
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
形
式
の
中
で
も
、
車
人
形
は
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
で
用
い
ら
れ
る

三
人
遣
い
（
以
下
、
文
楽
式
三
人
遣
い
）
の
系
統
に
属
す
る
。
文
楽
式
三
人
遣
い
は
、

主お
も

遣
い
、
左
遣
い
、
足
遣
い
と
呼
ば
れ
る
三
人
の
人
形
遣
い
が
一
体
の
人
形
を

遣
う
操
法
で
あ
る（
１
）。

主
遣
い
は
、
人
形
の
首
を
左
手
、
人
形
の
右
手
を
右
手
に

持
っ
て
操
作
す
る
。
人
形
の
首
に
は
下
に
胴ど
ぐ
し串
と
い
う
十
数
セ
ン
チ
ほ
ど
の
棒

が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
人
形
遣
い
は
そ
の
胴
串
を
左
手
で
握
っ
て
首
を

遣
う
。
左
遣
い
は
、
差
し
金
と
い
う
数
十
セ
ン
チ
の
棒
を
介
し
て
人
形
の
左
手

を
操
る
。
足
遣
い
は
、
両
手
で
人
形
の
両
足
を
操
作
す
る
。

車
人
形
に
お
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
工
夫
に
よ
っ
て
文
楽
式
三
人
遣
い
の
人

形
を
一
人
で
遣
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
三
人
遣
い
の
人
形
を
一
人
で

遣
う
試
み
と
し
て
は
車
人
形
の
他
に
乙
女
文
楽
や
北き
た
ば
る原

人
形
（
大
分
県
）
の
は

さ
み
遣
い
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
形
式
は
、
元
か
ら
の
一
人
遣
い
と
区
別
す

る
た
め
に
特
殊
一
人
遣
い
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
文
楽
式
三
人
遣
い
の
人
形
は
、

「
大
人
形
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
に
糸
操
り
の
人
形
な
ど
と
比
べ
て

大
型
で
あ
り
、
そ
の
た
め
観
客
に
与
え
る
印
象
も
大
き
い
。
車
人
形
を
は
じ
め

と
す
る
特
殊
一
人
遣
い
で
は
、
文
楽
式
三
人
遣
い
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
の
人
形

を
遣
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

車
人
形
に
お
い
て
人
形
遣
い
は
、
ろ
く
ろ
車
や
箱
車
な
ど
と
呼
ば
れ
る
、
底

に
車
輪
を
付
け
て
移
動
で
き
る
よ
う
に
し
た
小
箱
に
腰
を
掛
け
る
。
そ
し
て
文

楽
式
三
人
遣
い
の
主
遣
い
と
同
じ
く
、
人
形
の
首
を
左
手
で
、
人
形
の
右
手
を

右
手
で
遣
う
。
人
形
の
左
手
は
、
特
殊
な
仕
掛
け
が
施
さ
れ
た
弓ゆ
ん
で手
と
い
う
道

具
を
用
い
て
操
作
す
る
が
、
弓
手
は
人
形
遣
い
が
左
手
で
操
作
す
る
（
動
き
の

一
部
は
右
手
が
担
当
す
る
）。
人
形
遣
い
は
左
手
で
胴
串
と
弓
手
の
両
方
を
遣
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
人
形
の
足
に
は
か
か
と
の
下
に
「
か
か
り
」
と

呼
ば
れ
る
突
起
物
が
取
り
付
け
ら
れ
て
お
り
、
人
形
遣
い
は
両
足
の
そ
れ
ぞ
れ

の
親
指
と
人
差
し
指
で
「
か
か
り
」
を
挟
む
こ
と
に
よ
っ
て
人
形
の
両
足
を
操

作
す
る
。

車
人
形
に
は
、
文
楽
式
三
人
遣
い
と
の
相
違
点
も
あ
る
。
左
手
の
動
き
に
制

約
が
大
き
い
こ
と
や
、
人
形
を
正
面
で
構
え
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
が
、
も
っ
と

も
大
き
な
違
い
は
人
形
の
位
置
で
あ
ろ
う
。
文
楽
式
三
人
遣
い
で
は
人
形
は
宙

に
浮
い
て
お
り
、
手
摺
と
呼
ば
れ
る
板
な
ど
の
上
辺
を
地
面
に
見
立
て
て
演
技

を
お
こ
な
う
の
に
対
し
、
車
人
形
で
は
両
足
が
直
接
舞
台
を
踏
む
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。
近
年
で
は
そ
の
特
性
を
生
か
し
、
役
者
と
共
演
す
る
な
ど
の
試
み



第
一
章

17　　第一節　日本の伝統人形芝居における車人形

も
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
昭
和
五
十
六
（
一
九
八
一
）
年
に
は
西
川
古
柳
座
に
お
い
て
、
特
殊

一
人
遣
い
で
あ
る
乙
女
文
楽
を
参
考
に
し
て
新
車
人
形
が
考
案
さ
れ
た
。
新
車

人
形
で
は
特
殊
な
器
具
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
人
形
の
胴
を
固
定
さ
せ
、
そ
の

器
具
に
胴
串
を
差
し
込
む
。
そ
し
て
人
形
の
首
か
ら
人
形
遣
い
の
頭
に
紐
を
渡

す
こ
と
に
よ
り
、
首
の
動
き
を
人
形
遣
い
の
頭
の
動
き
に
連
動
さ
せ
る
。
人
形

の
左
手
は
、
右
手
と
同
じ
よ
う
に
、
人
形
遣
い
が
左
手
で
直
接
持
っ
て
遣
う
。

車
人
形
は
、
新
た
な
可
能
性
を
持
っ
た
人
形
操
法
で
も
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

二
　
上
演
組
織

車
人
形
は
、
埼
玉
県
加
治
村
（
現
飯
能
市
）
出
身
の
初
代
西
川
古
柳
（
一
八
二
五

―
九
七
）
に
よ
っ
て
創
案
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
伝
承
地
は
、
か
つ
て
存
在
し
て

い
た
上
演
団
体
も
含
め
、
東
京
郊
外
の
多
摩
地
域
を
中
心
と
す
る
南
関
東
に
ほ

ぼ
限
ら
れ
る
。
現
在
は
東
京
都
八
王
子
市
下
恩
方
町
、
東
京
都
奥
多
摩
町
川
野

お
よ
び
埼
玉
県
三
芳
町
竹ち
く
ま
ざ
わ

間
沢
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

伝
承
地
の
調
査
は
、
昭
和
初
期
に
初
め
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
小
田
内
通
久
に

よ
り
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
と
七
年
の
二
度
に
わ
た
っ
て
な
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
漏
れ
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
当
時
の
分
布
状
況
を
概
観
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
な
お
、
当
時
ほ
と
ん
ど
の
車
人
形
は
個
人
が
所
有
し
て
い
た
と
い

う
。
そ
こ
で
以
下
に
、
小
田
内
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
各
座
の
所
在
地
お

よ
び
所
有
者
を
み
て
み
よ
う
［
小
田
内 

一
九
二
七
、
同
一
九
三
二
］。

ま
ず
昭
和
二
年
末
の
時
点
で
は
次
の
四
座
の
ほ
か
、
未
確
認
な
が
ら
東
京
府

多
摩
村
（
現
東
京
都
多
摩
市
）
に
も
一
組
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、［
沼
一
九
九
九
］
を
参
照
）

あ
っ
た
と
い
う
［
小
田
内 

一
九
二
八
］。

東
京
府
（
現
東
京
都
）
八
王
子
市
・
小
泉
因
幡
（
芸
名
雀
屋
妻
三
郎
）

東
京
府
横
山
村
（
現
東
京
都
八
王
子
市
）・
丹
沢
彦
太
郎
（
芸
名
薩
摩
浜
尾
太
夫
）

東
京
府
恩
方
村
（
現
東
京
都
八
王
子
市
）・
瀬
沼
時
太
郎
（
芸
名
西
川
柳
時
）

東
京
府
小
宮
村
（
現
東
京
都
八
王
子
市
）・
小
町
源
三
郎
（
芸
名
西
川
柳
寿
）

な
お
瀬
沼
時
太
郎
の
座
が
、
現
在
の
八
王
子
車
人
形
西
川
古
柳
座
で
あ
る
。

次
に
昭
和
七
年
の
調
査
で
は
、
専
業
者
な
の
か
否
か
と
い
っ
た
演
者
の
あ
り

方
に
も
関
心
が
払
わ
れ
て
い
る
。
ま
ず
「
専
門
の
人
形
遣
い
」
と
し
て
挙
げ
ら

れ
て
い
る
の
は
次
の
三
名
で
あ
る
。

東
京
府
渋
谷
町
（
現
東
京
都
渋
谷
区
）・
吉
田
冠
十
郎

千
葉
県
長
浦
村
（
現
袖
ケ
浦
市
）・
吉
田
冠
之
助

神
奈
川
県
下
中
村
（
現
小
田
原
市
）・
西
川
伊
左
衛
門

ま
た
「
他
に
本
業
が
あ
る
の
で
、
た
だ
趣
味
の
上
か
ら
」
す
な
わ
ち
素
人
と

し
て
上
演
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
既
に
触
れ
た
丹
沢
彦
太
郎

お
よ
び
瀬
沼
時
太
郎
の
他
に
、
次
の
二
座
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

東
京
府
調
布
町
（
現
東
京
都
調
布
市
）・
薫
森
亮

埼
玉
県
三
芳
村
（
現
三
芳
町
）・
前
田
信
忠

さ
ら
に
、
上
演
活
動
は
お
こ
な
わ
な
い
も
の
の
「
後
援
者
と
し
て
、
専
ら
、

八
王
子
の
人
形
の
保
存
に
尽
力
し
て
ゐ
る
人
」
と
し
て
八
王
子
市
の
平
音
次
郎

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
［
小
田
内 

一
九
三
二
］。

以
上
の
よ
う
に
、
昭
和
初
期
に
お
い
て
車
人
形
は
、
玄
人
に
よ
っ
て
も
素
人

に
よ
っ
て
も
上
演
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
伝
統
人
形
芝
居
の
場
合
、

自
然
村
を
基
盤
と
し
て
上
演
組
織
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
が
、
車
人

形
の
場
合
は
む
し
ろ
個
人
を
中
心
に
し
て
上
演
組
織
が
作
ら
れ
る
こ
と
が
多
い

と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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三
　
語
り
芸
と
の
関
係

日
本
の
伝
統
人
形
芝
居
は
、
語
り
物
芸
能
に
よ
っ
て
上
演
す
る
こ
と
が
多
い
。

車
人
形
は
、
近
世
末
期
か
ら
多
摩
地
域
で
流
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
説
経
節
と

の
結
び
つ
き
が
強
い
と
さ
れ
る
。

そ
の
一
方
で
車
人
形
は
、
義
太
夫
節
浄
瑠
璃
に
よ
っ
て
も
上
演
さ
れ
て
い
る
。

玄
人
と
し
て
東
京
の
寄
席
な
ど
で
興
行
し
た
吉
田
冠
十
郎
は
、「
も
と
は
説
教

節
に
合
せ
て
演
じ
た
が
、
…
東
京
に
出
て
男
女
の
義
太
夫
語
り
を
頼
ん
だ
」
と

い
う
［
小
沢 

一
九
二
六　

三
九
～
四
〇
頁
］。
ま
た
現
在
の
西
川
古
柳
座
に
残
る
昭

和
初
期
の
興
行
記
録
（
第
五
章
第
二
節
参
照
）
に
お
い
て
も
、
義
太
夫
節
に
よ
る

公
演
が
多
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
一
般
に
人
形
操
り
と
語
り
物
芸
能
の
結
び
つ

き
は
固
定
的
な
も
の
で
は
な
い
。
必
要
に
応
じ
て
義
太
夫
節
で
上
演
す
る
こ
と

は
ご
く
自
然
な
こ
と
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
次
第
に
、
義
太
夫
節
に
よ
る
上
演
は
お
こ
な
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
全
国
的
に
み
て
も
素
人
義
太
夫
は
昭
和
初
期
あ
た
り
か
ら
退

潮
期
に
入
る
が
、
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
車
人
形
は
も
っ
ぱ

ら
説
経
節
に
よ
っ
て
上
演
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
説
経
節
の
人
気
も
や
が
て
衰
退
期
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ

れ
を
受
け
て
西
川
古
柳
座
で
は
、
昭
和
五
十
年
代
か
ら
義
太
夫
節
に
よ
る
上
演

に
転
換
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
西
川
古
柳
座
は
、
説
経
節
で
の
上
演

を
お
こ
な
っ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
説
経
節
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
す

る
動
き
が
徐
々
に
成
果
を
上
げ
た
こ
と
に
よ
り
、
再
び
説
経
節
に
よ
っ
て
車
人

形
が
上
演
さ
れ
る
機
会
も
生
ま
れ
て
い
る
。
今
日
、
車
人
形
と
説
経
節
は
、
新

た
な
関
係
を
探
っ
て
い
る
時
期
に
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

註
（
１
）�

三
人
遣
い
に
は
、
文
楽
式
と
は
異
な
る
操
法
も
あ
る
。
例
え
ば
、
三
人

の
人
形
遣
い
が
そ
れ
ぞ
れ
、
人
形
の
両
手
、
人
形
の
頭
部
（
あ
る
い
は
そ

れ
に
加
え
て
胴
）、
人
形
の
両
足
を
遣
う
も
の
で
あ
り
、
愛
知
県
の
尾
張

地
方
を
中
心
と
し
た
地
域
の
祭
礼
に
お
い
て
上
演
さ
れ
る
人
形
な
ど
に

用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
執
筆
者　

細
田　

明
宏
）

文
献

小�

田
内
通
久 

一
九
二
八
「
八
王
子
車
人
形
の
話
―
―
由
来
と
現
状
」、『
民
俗
芸
術
』

一
―
五
、四
九
～
六
〇
頁
（
説
経
節
の
会
編 

二
〇
一
五
『
説
経
節
研
究
―
歴
史
資

料
編
』
方
丈
堂
出
版
、
所
収
）

小�

田
内
通
久 

一
九
三
二
「
車
人
形
」、
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
編
『
国
劇
要
覧
』

梓
書
房 

一
九
三
～
一
九
八
頁

小
沢
愛
圀 

一
九
二
六
「
車
人
形
雑
記
」『
三
田
評
論
』
三
四
九 

三
七
～
四
二
頁　

沼�

謙
吉 

一
九
九
九
「
多
摩
村
の
車
人
形
」
多
摩
市
史
編
集
委
員
会
編
『
多
摩
市
史　

通
史
編 

二
・
近
現
代
』
多
摩
市
一
九
七
～
二
〇
一
頁

細�

田
明
宏 

二
〇
一
三
「
車
人
形
と
新
車
人
形
―
―
八
王
子
車
人
形
・
五
代
目
西
川

古
柳
氏
に
聞
く
」『
八
王
子
市
史
研
究
』
三　

二
～
一
四
三
頁

宮�

川
孝
之 

二
〇
一
五「
平
均
二
翁
、坪
内
博
士
の
来
王
を
語
る
」説
経
節
の
会
編『
説

経
節
研
究
―
―
歴
史
資
料
編
』
方
丈
堂
出
版
一
六
二
頁
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一
　
江
戸
系
人
形
浄
瑠
璃
の
系
譜

今
日
、
文
楽
と
通
称
さ
れ
る
人
形
浄
瑠
璃
は
、「
大
阪
固
有
の
芸
術
」
と
言

わ
れ
る
が
、
か
つ
て
は
江
戸
・
東
京
根
生
い
の
系
譜
も
存
在
し
て
い
た
。

人
形
浄
瑠
璃
が
江
戸
に
持
ち
込
ま
れ
た（
１
）

嚆
矢
は
、
宝
永
三
（
一
七
〇
六
）
年

で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
常
設
と
な
っ
た
の
は
享
保
五
（
一
七
二
〇
）
年
、
人

形
遣
い
の
辰
松
八
郎
兵
衛
に
よ
る
辰
松
座
創
立
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
を
起
点
に
江
戸
に
人
形
浄
瑠
璃
の
地
盤
が
築
か
れ
、
明
和
・
安
永
・
天
明

期
（
一
七
六
四
～
一
七
九
〇
）
に
は
盛
況
を
呈
し
た
。

『
義
太
夫
年
表　

近
世
篇
』（
八
木
書
店
）
の
興
行
記
録
を
辿
っ
て
み
る
と
、「
吉

田
」「
豊
松
」
と
い
う
上
方
で
も
馴
染
み
の
あ
る
姓
の
ほ
か
、「
西
川
」「
辰
松
」「
藤

井
」
姓
を
名
乗
る
人
形
遣
い
た
ち
、
そ
れ
に
「
和
泉
屋
五
郎
兵
衛
」
と
い
う
江

戸
の
人
形
細
工
人
の
名
も
見
え
る（

（
（

。

だ
が
、
江
戸
の
人
形
浄
瑠
璃
は
寛
政
頃
か
ら
歌
舞
伎
に
押
さ
れ
て
衰
退
し
て

ゆ
く
。
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
は
、
寄
席
興
行
が
中
心
と
な
る
が
、
歌
舞
伎

で
義
太
夫
狂
言
を
上
演
す
る
際
に
は
、
江
戸
‐
東
京
系
の
人
形
遣
い
た
ち
に
助

言
を
仰
ぎ
、
稽
古
に
立
ち
会
っ
て
も
ら
う
風
習
が
、
少
な
く
と
も
明
治
末
期
ま

で
は
続
い
て
い
た（
３
）。
歌
舞
伎
役
者
か
ら
も
教
え
を
請
わ
れ
た
吉
田
国
五
郎
と
西

川
伊
三
郎
が
江
戸
-
東
京
系
の
人
形
遣
い
の
双
璧
を
な
し
て
お
り
、
ま
た
西
川

姓
の
女
流
人
形
遣
い
が
い
た
こ
と
が
『
万
朝
報
』
や
『
都
新
聞
』
等
の
寄
席
興

行
欄
か
ら
も
分
か
る
。

そ
れ
で
も
な
お″
人
形
浄
瑠
璃
は
古
め
か
し
い
も
の
”
と
見
な
す
風
潮
が
強

ま
り（
４
）、

次
第
に
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
ゆ
く
中
、
明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）

年
十
月
、
三
代
目
吉
田
国
五
郎
や
西
川
伊
三
郎
を
中
心
と
し
た
一
座
に
よ
る
神

田
の
新
声
館
公
演
、
さ
ら
に
明
治
三
十
六
（
一
九
〇
三
）
年
十
月
、
吉
田
国
五

郎
の
本
郷
座
で
の
公
演
が
試
み
ら
れ
る
。
だ
が
、
そ
れ
以
後
は
再
び
寄
席
に
戻

る
こ
と
と
な
っ
た（
５
）。

大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
四
月
、
四
代
目
吉
田
国
五
郎
は
女
義
太
夫
の
竹

本
素
女
と
手
を
携
え
、「
東
京
文
楽（
６
）」
を
立
ち
上
げ
る
が
、
寄
席
自
体
の
減
少

も
あ
り
、
こ
の
「
東
京
文
楽
」
も
六
月
に
は
幕
引
き
と
な
る
。

昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
に
は
、
吉
田
新
三
郎
が
「
義
太
夫
人
形
座（

７
）

」
を
設

立
す
る
が
、
翌
年
十
二
月
以
降
の
足
取
り
は
未
詳
で
あ
る
。

昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
、
東
京
人
形
浄
瑠
璃
の
復
興
を
掲
げ
て
、
建
築

家
の
池
田
三
国
（
本
名　

勝
二
）
が
「
南
北
座（

８
）」

を
旗
揚
げ
す
る
。
人
形
陣
は
池

田
三
国
を
初
め
と
す
る
素
人
だ
っ
た
が
、
指
導
に
招
い
た
吉
田
新
三
郎
と
そ
の

門
下
が
加
勢
し
た
。
昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
六
月
、
吉
田
新
三
郎
は
五
代

目
吉
田
国
五
郎
を
襲
名
す
る
。
戦
後
は
大
阪
文
楽
座
が
分
裂
し
た
際
、
三
和
会

に
参
加
し
て
い
た
。
昭
和
二
十
五
（
一
九
五
〇
）
年
、
奇
し
く
も
同
じ
年
に
、

池
田
三
国
と
吉
田
国
五
郎
は
そ
の
生
涯
を
閉
じ
る（
９
）。

二
　
西
川
伊
左
衛
門
と
吉
田
冠
十
郎

江
戸
・
東
京
系
の
三
人
遣
い
と
、
車
人
形
の
両
方
を
手
が
け
た
の
が
、
西
川
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伊
左
衛
門
と
吉
田
冠
十
郎
の
兄
弟
で
あ
る
。

西
川
伊
左
衛
門
は
、
下
中
座
の
「
中
興
の
祖
」
と
し
て
尊
敬
を
集
め
て
い
た

こ
と
か
ら
、『
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財　

相
模
人
形
芝
居
下
中
座
の
歩

み
』（
平
成
十
（
一
九
九
八
）
年
三
月　

下
中
座
）
で
は
顔
写
真
入
り
で
詳
し

く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
伊
左
衛
門
は
、
五
代
目
西
川
伊
三
郎
に
師
事
し
、
初
め

伊
三
子
を
名
乗
る
。
語
女
大
夫
（
五
代
目
吉
田
国
五
郎
の
実
姉
）
を
後
妻
に

迎
え
、
夫
婦
で
冠
十
郎
と
と
も
に
車
人
形
を
遣
っ
て
い
た
が
、
明
治
四
十
一

（
一
九
〇
八
）
年
、
義
太
夫
節
と
三
人
遣
い
が
盛
ん
な
小
竹
に
移
住
し
、
指
導

に
専
念
す
る
こ
と
と
な
る
。
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
に
西
川
伊
左
衛
門
と
改

名
し
た
。
な
お
、
下
中
座
に
は
伊
三
子
の
も
の
と
思
わ
れ
る
車
人
形
の
足
が
残

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

吉
田
冠
十
郎
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
‐
下
中
座
の
歩
み
』
の
他
、『
晩
春
譜

武
蔵
車
人
形
』（
久
米
井
亮
江　

非
売
品　

一
九
八
三
年
）
等
で
そ
の
足
跡
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
兄
と
同
様
、
五
代
目
西
川
伊
三
郎
に
師
事
し
、
そ
の
後

吉
田
東
九
郎
（
吉
田
冠
二　

伊
三
郎
の
弟
）
に
も
学
ん
だ
。
車
人
形
は
、
明
治

二
十
四
（
一
八
九
一
）
年
、
八
王
子
の
小
泉
座
に
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
の
ち
に
三
代
目
西
川
古
柳
（
瀬
沼
周
助
）、
吉
田
冠
次

郎
（
丹
沢
秀
）
と
い
う
車
人
形
遣
い
の
後
進
を
よ
く
育
て
た
。

な
お
、
初
代
西
川
古
柳
（
山
岸
柳
吉
）
の
名
は
、
冠
十
郎
が
明
治
二
十
六

（
一
八
九
三
）
年
に
与
え
た
と
さ
れ
る
。『
万
朝
報
』
の
寄
席
案
内
欄
を
見
る
と
、

同
年
二
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
東
京
市
内
で
次
の
よ
う
な
出
演
記
録
が
確
認

で
き
る
。「
西
川
古
柳
」
の
名
の
お
披
露
目
公
演
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら

れ
よ
う
。

【
二
月
二
十
六
日
】
▲
麻
布
区　

○
三
河
台
麻
布
亭　

車
人
形
西
川
古
柳

【
三
月
十
九
日
】
▲
神
田
区　

○�

橋
本
町
附
木
店
大
々
亭　

車
人
形
西

川
古
柳

【
四
月
十
三
日
】
▲
浅
草
区　

○
蔵
前
八
幡
寿
亭　

車
人
形
西
川
古
柳

吉
田
冠
十
郎
の
名
は
、
明
治
中
期
あ
た
り
ま
で
は
西
川
伊
三
郎
と
と
も
に
出

演
記
録
が
確
認
で
き
る
（
以
下
『
読
売
新
聞
』
よ
り
）。

【
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
十
一
月
十
八
日
】　

○
人
形
芝
居　

浜
町
の
東
華
楼
で
西
川
伊
三
郎
吉
田
冠
十
郎
の
一
座
太
夫

ハ
重
太
夫
連
中
に
て
明
十
九
日
よ
り
初
日
を
出
す
其
の
狂
言
ハ
日
蓮
記
の

通
し
に
て
或
家
に
秘
蔵
す
る
日
蓮
上
人
自
筆
の
題
目
を
借
り
受
け
大
切
は

池
上
本
門
寺
の
場
に
て
舞
台
に
飾
り
見
物
に
拝
ま
せ
る
と

明
治
後
期
に
は
、
前
述
の
新
声
館
・
本
郷
座
の
公
演
や
、
新
聞
の
寄
席
案
内

欄
で
冠
十
郎
の
名
が
見
え
る
（
以
下
『
都
新
聞
』
よ
り
）。

【
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
十
二
月
一
日
】

▲
深
川
区　

車
人
形
吉
田
冠
十
郎

【
明
治
四
十
三
（
一
九
一
〇
）
年
七
月
十
五
日
】

▲
麻
布
区　

○
二
の
橋
吾
妻
関
亭　

大
人
形
吉
田
冠
十
郎

【
明
治
四
十
三
（
一
九
一
〇
）
年
七
月
三
十
一
日
】

▲
赤
坂
区　

豊
川
亭　

改
良
車
人
形
吉
田
冠
十
郎
一
座

右
の
記
録
に
あ
る
「
大
人
形
」
と
い
う
名
称
は
、
同
時
期
の
吉
田
国
五
郎
や
淡

路
人
形
一
座
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
型
の
人
形
を
三
人
で
遣

う
形
態
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
冠
十
郎
は
、
そ
れ
と
並
行
し
て
車

人
形
も
演
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
右
の
記
録
か
ら
す
る
と
、
明
治
四
十
三

（
一
九
〇
七
）
年
の
一
月
か
ら
六
月
の
間
に
、
何
ら
か
の
「
改
良
」
を
車
人
形
に

施
し
た
よ
う
で
あ
る
。

明
治
末
期
以
降
は
、
寄
席
の
ほ
か
、
素
人
義
太
夫
相
手
の
貸
席
で
人
形
を
遣
っ

て
い
た
。
三
人
遣
い
の
人
形
に
も
秀
で
て
い
た
冠
十
郎
だ
が
、「
車
人
形
の
吉
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田
冠
十
郎
も
此
頃
は
貸
席
で
素
人
義
太
夫
な
ど
の
相
手
に
な
つ
て
ゐ
る
」［「
演

芸
風
聞
録
」『
朝
日
新
聞
』
明
治
四
十
五
（
一
九
一
二
）
年
一
月
二
十
九
日　

朝

刊
七
面
］
と
い
う
書
き
方
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
主
に
車
人
形
の
方
で

出
演
を
請
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

大
正
初
め
頃
に
は
病
を
得
て
い
た（
（1
（

よ
う
だ
が
、
浅
草
花
や
し
き
な
ど
の
小
屋

で
興
行
を
打
っ
て
い
た
。
そ
の
頃
の
冠
十
郎
の
舞
台
の
様
子
を
、
演
劇
研
究
家

の
小
澤
愛よ
し
く
に圀

が
「
浅
草
の
操
り
芝
居（
吉
田
冠
十
郎
一
座
と
吉
田
国
五
郎
一
座
）」［『
演

芸
画
報
』
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
十
月　

二
六
～
三
一
頁
］
で
紹
介
し
て
い
る
。

こ
の
間
電
車
の
な
か
で
、
大
阪
文
楽
式
人
形
芝
居
吉
田
一
座
と
記
し
た
花

屋
敷
の
広
告
を
見
た
。（
中
略
）
こ
の
一
座
で
は
、
一
人
の
人
形
を
一
人
で

遣
つ
て
ゐ
る
。
随
つ
て
人
形
遣
ひ
は
、
小
さ
な
腰
掛
を
臀
に
結
ひ
付
け
て
、

そ
れ
に
掛
け
て
、
手
で
人
形
の
手
を
、
足
で
人
形
の
足
を
遣
ふ
の
で
あ
る
。

右
の
描
写
か
ら
、
こ
の
「
大
阪
文
楽
式
人
形
」
と
い
う
の
は
車
人
形
の
こ
と
で

あ
っ
た
と
見
て
よ
い
。
し
か
し
、
な
ぜ
「
車
人
形
」
で
は
な
く
、「
大
阪
文
楽

式
人
形
」
と
い
う
看
板
を
掲
げ
た
の
だ
ろ
う
か
。
冠
十
郎
の
弟
子
の
ひ
と
り
で

あ
る
吉
田
冠
次
郎
の
回
顧
談（
（1
（

に
よ
れ
ば
、
冠
十
郎
は
文
楽
で
の
修
業
経
験
は
な

か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
記
事
の
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
よ
う
に
、
同
じ
時

期
に
三
代
目
吉
田
国
五
郎
が
花
や
し
き
の
近
く
で
興
行
中
で
あ
り
、
そ
の
江
戸

‐
東
京
系
の
人
形
と
あ
え
て
差
別
化
し
よ
う
と
「
大
阪
文
楽
」
と
い
う
語
を
用

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
地ち

は
説
経
節
で
は
な
く
、
義
太
夫
節
の
常
陸
太
夫
の

語
り
で
『
源
平
布
引
瀧
松
波
琵
琶
の
段
』『
由
良
港マ
マ

千
軒
長
者
山
の
段
』『
碁
太

平
記
白
石
噺
吉
原
の
段
』
を
か
け
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
時
点
で
は
車
人
形
の

技
法
が
あ
ま
り
気
に
そ
ま
な
か
っ
た
と
い
う
小
澤
だ
が
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）

年
、
調
布
に
赴
い
て
冠
十
郎
に
聴
き
取
り
を
行
い
、
の
ち
に
「
車
人
形
雑
記
」

［『
三
田
評
論
』
通
巻
三
四
九
号　

大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
九
月
］
と
い
う

文
章
に
ま
と
め
あ
げ
た
。

大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
に
二
百
年
忌
を
迎
え
た
近
松
門
左
衛
門
の
作
品

上
演
会
の
企
画
を
報
じ
る
記
事
の
中
で
は
、「
人
形
芝
居
の
第
一
人
者
な
る
吉

田
冠
十
郎
氏
」［「
人
形
芝
居
」『
読
売
新
聞
』
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
四
月

九
日　

朝
刊
四
面
］
と
い
う
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
車
人
形
」

と
い
う
文
言
は
な
く
、
三
人
遣
い
の
人
形
の
遣
い
手
と
し
て
の
評
価
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。「
南
北
座
」
公
演
に
吉
田
冠
十
郎
一
座
の
人
形
遣
い
が
参
加

し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
冠
十
郎
一
座
が
三
人
遣
い
も
並
行
し
て
お
こ
な
っ
て

い
た
は
ず
で
あ
る
。
例
え
ば
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
一
月
の
「
南
北
座
」

公
演（
（1
（

で
は
、「
冠
次
郎
」「
東
十
郎
」
の
名
が
見
え
る
。

昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
十
月
頃
よ
り
、
女
学
校
で
の
人
形
浄
瑠
璃
公
演
が

試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
人
形
陣
と
し
て
吉
田
冠
十
郎
一
座
が
出
演
し

て
い
た（
（1
（

。
こ
ち
ら
も
三
人
遣
い
の
人
形
と
思
わ
れ
る
。

車
人
形（
（1
（

は
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
坪
内
逍
遥
、
三
田
村
鳶
魚
、
河
竹

繁
俊
な
ど
複
数
の
研
究
者
の
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
正
十
三

（
一
九
二
四
）
年
、
国
民
新
聞
社
の
国
民
史
学
会
主
催
で
「
郷
土
芸
術
車
人
形
」

を
観
る
会
が
六
月
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た
。
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
に
Ｊ
・
Ｂ
・

シ
ョ
ー
が
来
日
し
た
時
に
は
、
三
月
九
日
に
早
稲
田
大
学
で
演
技
を
披
露
し
て

い
る
。

シ
ヨ
ウ
翁
お
茶
を
の
み
な
が
ら
吉
田
冠
十
郎
の
操
り
人
形
に
感
服
す

る
。
振
袖
の
美
し
い
お
染
人
形
で
喜
怒
哀
楽
の
表
情
を
演
じ
て
見
せ
る
。

シ
ヨ
ウ
翁
、
盛
に
頭
を
か
し
む
け
た
り
、
あ
ご
に
手
を
や
つ
た
り
、
は
て

は
ハ
ラ
キ
リ
の
注
文
に
冠
十
郎
ナ
イ
フ
を
と
つ
て
得
意
の
一
場
面
。
彼
の

生
命
力
の
哲
学
は
こ
の
ハ
ラ
キ
リ
を
何
と
解
釈
し
た
事
だ
ら
う
？　
［「
聞

き
書
き
」『
藝
術
殿
』
国
劇
向
上
会　

梓
書
房　

昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年　

五
八
～
五
九
頁
］

し
か
し
、
東
京
の
人
形
遣
い
を
め
ぐ
る
状
況
は
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
昭
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和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
六
月
九
日
の
『
読
売
新
聞
』
で
、
吉
田
冠
十
郎
を
写

真
入
り
で
取
り
上
げ
た
「
芸
は
一
生
修
業
の
辛
さ
」
と
い
う
記
事
は
、

東
京
の
人
形
使
ひ
が
み
な
絶
え
て
、《
残
》
つ
て
ゐ
る
の
は
七
十
二
歳

の
吉
田
冠
十
郎
た
ゞ
一
人
、
そ
れ
で
人
形
と
い
へ
ば
大
阪
と
、
み
な
か
う

思
う
や
う
に
な
つ
た

と
綴
っ
て
い
る
。

昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
刊
『
芸
談
百
話
』（
黒
崎
貞
治
郎　

博
文
社
）
に
収

め
ら
れ
た
「
衰
亡
の
芸
を
護
る
」（
四
二
～
四
四
頁
）
に
お
い
て
も
、
説
経
節
の

家
元
若
松
若
太
夫
は
現
状
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

車
人
形
に
は
車
人
形
の
味
が
あ
り
ま
し
て
、
今
で
は
説
経
節
に
は
な
く

て
は
な
ら
ぬ
も
の
で
す
。（
中
略
）
車
人
形
は
、
一
年
の
う
ち
秋
の
農
家
の

お
祭
り
に
村
か
ら
村
へ
と
旅
巡
業
す
る
だ
け
で
、
一
年
に
四
十
日
と
や
り

ま
せ
ん
。
従
つ
て
こ
れ
を
専
門
と
し
て
ゐ
る
も
の
は
な
く
、
こ
の
消
え
な

ん
と
す
る
芸
術
を
死
守
し
て
ゐ
る
人
は
八
王
子
在
お
よ
び
千
葉
県
、
神
奈

川
県
の
一
部
に
散
在
す
る
十
数
人
で
、
大
抵
は
お
百
姓
が
常
職
で
す
。
中

に
は
文
楽
人
形
の
遣
ひ
手
だ
つ
た
人
が
居
り
ま
す
が
、
や
は
り
車
人
形
も

文
楽
人
形
風
の
操
り
で
や
る
も
の
で
す
か
ら
、
ほ
ん
と
う
に
い
い
味
は
出

ま
せ
ん
。
私
は
こ
れ
を
中
央
に
紹
介
し
て
、
大
い
に
都
会
人
の
鑑
賞
に
供

し
た
い
と
思
つ
て
折
角
力
を
入
れ
て
ゐ
る
次
第
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
下
、
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
に
邦
楽
協
会
に
「
浄
瑠
璃

人
形
部
」
が
新
た
に
設
置
さ
れ
る
。

大
阪
の
日
本
因
会
が
此
程
人
形
遣
ひ
も
合
流
し
て
太
夫
、
三
味
線
、
人

形
の
三
業
と
な
つ
た
事
は
前
号
に
報
道
し
た
通
り
で
、
東
京
に
て
も
人
形

浄
瑠
璃
芝
居
に
全
力
を
投
じ
て
活
躍
し
て
ゐ
る
南
北
座
の
池
田
三
国
氏
並

に
そ
の
一
党
及
び
八
王
子
車
人
形
等
に
向
つ
て
警
視
庁
当
局
は
そ
の
団
結

を
希
望
し
て
ゐ
た
処
、
今
回
邦
楽
協
会
々
長
笹
川
臨
風
氏
並
に
岩
崎
書
記

長
の
斡
旋
の
下
に
協
会
内
に
浄
瑠
璃
人
形
部
を
設
置
、
こ
れ
が
部
長
と
し

て
池
田
三
国
氏
を
決
定
し
約
五
十
人
の
全
員
が
参
加
す
る
事
に
な
つ
た
。

［「
邦
楽
協
会　

義
太
夫
部
役
員
異
動
と
人
形
浄
瑠
璃
部
の
新
設
」

『
太
棹
』
第
百
三
十
号　

昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
十
月　

二
八
頁
］

東
京
の
浄
瑠
璃
人
形
部
に
参
加
し
た
と
い
う
「
約
五
十
人
の
全
員
」
と
は
、「
南

北
座
」
と
「
八
王
子
車
人
形
」
の
座
員
の
総
計
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
後
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は

未
詳
で
あ
る
。

吉
田
冠
十
郎
は
こ
の
時
す
で
に
七
十
七
歳
、
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
の
「
車

人
形
を
見
る
会
」（
三
越
ホ
ー
ル
）
を
最
後
に
舞
台
を
退
き
、
昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）

年
に
病
床
に
つ
い
た
。
冠
十
郎
所
蔵
の
人
形
は
、
矢
崎
俊
三
氏
に
譲
渡
さ
れ（

（1
（

、

江
戸
・
東
京
系
の
人
形
遣
い
の
足
跡
を
辿
る
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

註
（
１
）�

江
戸
の
人
形
浄
瑠
璃
の
興
行
に
つ
い
て
は
、渕
田
裕
介（
一
九
九
八
）年「
江

戸
の
人
形
浄
瑠
璃
」（『
岩
波
講
座　

歌
舞
伎
・
文
楽　

第
９
巻　

黄
金
時

代
の
浄
瑠
璃
と
そ
の
後
』
岩
波
書
店
）
で
先
行
研
究
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）�「
手
前
が
ま
だ
前
髪
の
時
分
、
大
阪
に
は
大
江
忠
兵
衛
と
云
ふ
名
人
が
あ
り
、

江
戸
に
は
本
所
の
埋
堀
（
横
網
）
と
云
ふ
所
に
和
泉
屋
五
郎
兵
衛
と
云

ふ
人
が
ゐ
て
、
こ
れ
が
結
城
、
薩
摩
の
二
座
の
細
工
人
で
し
た
。
そ
の

和
泉
屋
へ
手
前
は
父
の
使
ひ
で
、
か
う
云
ふ
手
と
か
、
か
う
云
ふ
足
と

か
を
誂
へ
に
行
つ
た
も
の
で
、
鬘
あ
た
まは
馬
道
の
大だ
い
か
つ勝
、
そ
の
他
で
拵
へ
ま

し
た
が
、
今
で
は
自
分
々
々
で
拵
へ
る
と
云
ふ
や
う
な
次
第
で
す
。」［「
吉

田
国
五
郎
翁
」
防
風
子　

大
正
元（
一
九
一
二
）年
八
月　
『
演
芸
倶
楽
部
』

第
六
号
一
五
八
～
一
六
二
頁
］。

『
浄
瑠
璃
雑
誌
』
第
三
百
八
十
九
号
（
昭
和
十
五
年
五
月
）
の
写
真
頁
に

は
、
五
代
目
吉
田
国
五
郎
が
所
有
し
て
い
た
と
思
し
き
素
盞
鳴
尊
の
人
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形
の
写
真
に
、「
こ
の
人
形
は
江
戸
人
形
名
作
者
泉
屋
五
郎
兵
衛
の
作
に

し
て
、
芝
白
金
神
社
に
て
お
祓
し
た
神
体
で
あ
り
ま
す
」
と
い
う
説
明

文
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
五
代
目
吉
田
国
五
郎
が
戦
後
に
三

和
会
に
加
わ
っ
た
と
き
に
は
、
衣
裳
は
持
っ
て
い
た
が
、
人
形
は
な
か
っ

た
と
い
う
（
吉
田
簔
助
師
談　

聴
き
取
り
調
査
に
よ
る
）。

（
３
）�「
人
形
の
型
は
好
く
役
者
衆
の
方
か
ら
聞
き
に
来
る
の
で
、
此
春
亡
く
な

つ
た
菊
五
郎
殿
が
、
播
磨
太
夫
の
出
語
で
八
重
垣
姫
の
奥
庭
を
演し

た
時

に
は
、
私
が
行
つ
て
種い
ろ
い
ろ々
教
へ
て
や
つ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。」［「
人

形
の
型
」
吉
田
国
五
郎 

明
治
三
十
七
（
一
九
〇
四
）
年
一
月
『
歌
舞
伎
』

第
四
十
四
号 
五
九
～
六
〇
頁
］。

（
４
）�

拙
稿 

［
二
〇
〇
四
年
「
近
代
日
本
の
人
形
劇
観
―
―
伝
統
人
形
劇
の
消

長
を
中
心
に
―
―
［『
ア
ジ
ア
の
藝
術
思
想
の
解
明
―
―
比
較
美
学
的
観

点
か
ら
―
―
』
平
成
十
二
年
―
十
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
報
告
書 

一
五
一
～
一
六
〇
頁
］。

（
５
）�

こ
の
明
治
期
の
新
声
館
・
本
郷
座
で
の
公
演
に
つ
い
て
は
、
倉
田
喜
弘 

一
九
九
五
年
『
東
京
の
人
形
浄
瑠
璃
』（
演
芸
資
料
選
書
・
５
、
国
立
劇

場
調
査
養
成
部
芸
能
調
査
室
）
に
詳
し
い
。

（
６
）�『
都
新
聞
』
の
「
芝
居
と
遊
芸
」
欄
（
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
三
月

三
十
日
～
同
年
六
月
二
十
四
日
）
で
そ
の
動
向
が
窺
え
る
。

（
７
）�『
浄
瑠
璃
雑
誌
』
第
二
百
七
十
八
号
（
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
三
月 

三
二
頁
「
東
京
よ
り（
十
六
日
）」）で
「
本
年
一
月
よ
り
人
形
芝
居
を
設
立
」

と
あ
る
。『
太
棹
』
第
二
〇
号
（
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
十
二
月 

四
〇

～
四
一
頁
「
会
報
」）
に
あ
る
、
十
二
月
五
、六
日
の
品
川
座
公
演
ま
で
活

動
記
録
が
確
認
で
き
る
。

（
８
）�

拙
稿 

［
二
〇
〇
八
年
「
東
京
浄
瑠
璃
人
形
芝
居
『
南
北
座
』」（「
近
現
代

演
劇
研
究
」
Vol．
１ 

近
現
代
演
劇
研
究
会 

一
五
～
三
四
頁
）。

（
９
）�

吉
田
国
五
郎
に
つ
い
て
は
、
下
中
座 

一
九
九
八
年
『
国
指
定
重
要
無

形
民
俗
文
化
財　

相
模
人
形
芝
居
下
中
座
の
歩
み
』
十
頁
掲
載
の
「
西

川
伊
左
衛
門　

系
譜
」
に
よ
る
。
池
田
三
国
に
つ
い
て
は
、
安
部
豊 

一
九
五
〇
年
「
池
田
三
国
逝
く
」『
演
劇
界
』
四
月
号
に
よ
る
。

（
10
）�『
朝
日
新
聞
』「
演
芸
風
聞
録
」（
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
六
月
二
十
六

日 

朝
刊
七
面
）
に
「
人
形
の
吉
田
冠
十
郎
が
中
風
で
寝
て
ゐ
る
」
と
あ
る
。

（
11
）�

話
し
手　

吉
田
冠
次
郎
（
丹
沢
秀
）、
聞
き
手　

落
合
達
郎 

［
一
九
五
九

年
「
冠
次
郎
夜
話
―
―
車
人
形
き
き
が
き
―
―
」『
横
山
文
化
』
第
五
号　

横
山
文
化
会 

一
四
八
～
一
五
四
頁
］。
こ
の
中
で
は
、
五
代
目
吉
田
国

五
郎
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

（
12
）�「
南
北
座
初
春
公
演
」［『
太
棹
』
第
百
一
号 

昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年

一
月 

二
五
頁
］。

（
13
）�「
語
左
衛
門
、
相
模
太
夫
連
の
人
形
入
り
義
太
夫
会
」［『
太
棹
』
太
棹
社 

第
六
十
号 

昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
十
二
月 

二
一
頁
］。

（
14
）�『
多
摩
文
化
』
第
二
十
号
「
車
人
形
特
集
」（
多
摩
文
化
研
究
会　

昭
和

四
十
三
（
一
九
六
八
）
年
）
に
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
か
ら
昭
和
七

（
一
九
三
二
）
の
興
行
に
関
す
る
記
録
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期

は
日
本
各
地
の
伝
承
文
化
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）

年
一
月
に
創
刊
さ
れ
た
『
民
俗
藝
術
』（
編
輯　

小
寺
融
吉
）
に
は
各
地

の
人
形
芝
居
に
関
す
る
記
事
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
に

第
一
巻
「
八
王
子
車
人
形
の
話
」（
小
田
内
通
久
）
が
あ
る
。

（
15
）�

矢
崎
家
資
料
に
つ
い
て
は
、
港
区
立
港
郷
土
資
料
館
『
研
究
紀
要
７
』（
平

成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年
）
に
詳
し
い
。

＊
引
用
文
中
の
傍
線
お
よ
び
《　

》
の
補
記
は
、
す
べ
て
澤
井
に
よ
る
。

（
執
筆
者　

澤
井　

万
七
美
）
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